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１．現在の検査状況
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令和３年 １ 月 ２月 ３月

検査数※ ８,１３３ ５,０２２ ３,９４６

（福岡市全体） （３８,３１０） （２３,６６４） （２２,３４０）

陽性率※ ９.７％ ３.０％ １.２％

（福岡市全体） （９.１％） （３.０％） （０.７％）

※福岡市医師会臨床検査センター受託分

福岡市全体の検査実施数のうち約２割を実施



２．検査体制強化
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〇核酸（遺伝子）検出検査の拡充

①ＰＣＲ法の拡大

②ＴＭＡ法の追加導入

〇専用機器による抗原定量検査
新ラボ



３．ＰＣＲ法の受託数拡大
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〇令和２年８月開始時
最大９０件／日

⇓
〇令和３年４月現在
最大７００件／日

PCR検査の様子
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４．ＴＭＡ法の追加導入

＜写真＞
核酸検査の実施状況

〇ＰＣＲ法と同じ核酸検出検査

〇保健環境研究所等
全国で採用

〇現在：２００件／日 受託可能

ＰＣＲ法とＴＭＡ法により９００件／日(昨年比１０倍)
今後も体制強化を進めます
⇒



５．化学発光酵素免疫測定法による

抗原定量検査
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抗原定量の機器

〇核酸検出検査と同等の高精度

〇空港検疫事業、保健所、
九州管内約５０医療機関等が採用

〇４８０件／日受託可能



６．変異株について（福岡市医師会臨床検査センター）
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〇全国で監視体制が強化、自治体で検査

〇医療機関からの検査は未実施

〇今後検査が拡大された場合、
協力検査機関と連携

今後もコロナ関連検査を拡充できるよう、
人的･物的体制を強化します


